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1.  

2.  

3.  

kiyohara
ノート注釈
Adobe Readerのバージョンによっては、ウィンドウに警告メッセージを書いた黄色い帯が現れます。
黄色い帯の中の「オプション」をクリックし、「常にこの文書を信頼する」をクリックします。
その後もう一度音声をクリックすると音声が再生されます。
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【iou・uei・uen は実際には存在しないつづり?!】 

・ ・ の前に子音がつかない時は、以下のようにつづります。

→

→

→

・ ・ の前に子音がつくと、以下のようにつづります。

→ （例）

→ （例）

→ （例）

表にまとめると以下のようになります。つまり ・ ・ は実際のピンインの中には存在し

ないつづりということになります。

子音が前につかないとき

子音が前につくとき

・ ・ にはそれぞれ複数の母音が含まれています。その中で口の開きのもっとも大きい

のは、 は 、 は 、 は です。これらは前に子音がつかない時はハッキリと聞こえて

います。

（また、さらに） （おい、もしもし） （尋ねる）

・ ・ の前に子音がつくと、 の 、 の 、 の は子音がつかない時ほどはハ

ッキリとは聞こえなくなります。そこでそれぞれ ・ ・ とつづることにしたのです。

（なくす、失う） （積み上げる） （～トン）


1.6979585


1.7240809


1.5673463


0.9142854


1.0448976


1.0187751


0.83591807


0.96653026


0.9142854


1.0448976


1.0187751


0.96653026
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【つづりから消えた oと eは本当に消えたのか？】
但し、聞こえにくくなったと言っても完全に消えてなくなってしまったわけではありません。つ

づり上は消えてしまった の 、 の 、 の が聞こえてくることがあります。特に第３

声（単独で発音する時の第３声や後ろに音節がつづかない時の第３声）や第４声の の 、

の は聞こえてきます。

（ある、いる） （９） （６）

（胃） （正しい、そのとおり）

（～できる、～のはずだ） （幽霊）


8.333084


9.16899


9.92653


1.5673463


1.6979585


1.2277546


1.2277546


1.2016323


1.5151014


1.4367341



4/4

 

【声調符号をつける位置】 

声調の記号はどこにつけるのですか？

声調は音節全体にかかりますが、声調符号をふる場所は１カ所に決めねばならないので、ルー

ルがあります。

１．母音（ ）にふります。母音が一つならその上に。

（例） （大きい） （ ）

２．母音が複数だったら、原則として一番口の開きの大きい母音を探します。

があれば 。 （例） （呼ぶ） （家）

がなければ、 または 。 （例） （行く、歩く） （多い）

（美しい） （借りる・貸す）

とｕが並んだら後ろにある方に。（例） （なくす、失う） （積む）

３． の上に声調符号をふる時は の点を書かずにふります。 （例） （ナシ）

２に「原則として一番口の開きの大きい母音字を探す」と書きましたが、なぜ「原則として」と

いう言葉がついていたのでしょうか？

・ ・ の前に子音がつくと、一番口の開きの大きい母音字である の 、 の 、

の がピンインのつづりから消えてしまいます。ではどこに声調符号をふるのかというと、

は となり、母音字は しかないので自動的にそこに声調符号をふることになります。しかし、

は 、 は と母音字が２つあります。そこで と が並んだ時には、後ろに来た方（

であれば 、 であれば ）というルールになっているからです。




